
■北茨城市産米の安全性が確認されました②
■応急仮設住宅の「置き換え制度」について③
■第３回市議会定例会、子ども手当④
■国民健康保険からのお知らせ、統計グラフ⑤

■いばらき身障者等用駐車場利用証制度⑦
■マウントあかねに石窯、消費生活センターから⑧
■市立総合病院診療体制⑨　フォトニュース⑩～⑪
■みんなの広場⑫～⑬　お知らせ掲示板など⑭～⑲
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市内の放射線量の測定状況をお知らせします市内の放射線量の測定状況をお知らせします
　市内の小・中学校、幼稚園、都市公園、保育所などで放射線量を測定
しています。詳細は市ホームページ「新着情報」でもごらんになれます。

■県設置可搬モニタリングポスト
　の測定結果

（設置場所：市役所玄関わき）
８月 16 日～９月 15 日の測定値
・最大値　0.192（８月 18 日）
・最小値　0.145（９月５日）
※県ホームページ
www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/
seikan/gentai/nuclear/radiation.
html

■各浄水場の水道水測定結果
　各浄水場とも、５月６日以降の
測定で、放射性物質は検出されて
いません。
※市ホームページ
www.city-kitaibaraki.jp/modules/
info/index.php?content_id=358

表中の測定値の単位は、マイクロシーベルト／時、です。
上段：小学校、幼稚園、保育所などは、地上 50cmの測定値です。
　　　中学校、都市公園は、地上 100cmの測定値です。
下段：保育所、保育園などは地上 5cm、他は地上 10cmの測定値です。

問小・中学校、幼稚園は教育総務課　内４５１
　都市公園は都市計画課　　 　　 　内２８２
　保育所・児童施設は社会福祉課　　内１３２
　浄水場は水道部業務課　　　　　　内１１１

広報　きたいばらき　10月号　2

測定場所 測　定　値
9月2日 9月16日

中郷第一 0.13 0.13
0.16 0.13

中郷第二 0.13 0.14
0.13 0.14

石 岡 0.16 0.15
0.16 0.17

精 華 0.12 0.11
0.12 0.12

明 徳 0.10 0.14
0.11 0.14

中 妻 0.15 0.14
0.16 0.14

華 川 0.27 0.24
0.28 0.24

関 南 0.17 0.19
0.17 0.21

大 津 0.16 0.18
0.18 0.18

平 潟 0.15 0.18
0.16 0.18

関本第一 0.18 0.19
0.21 0.21

富士ケ丘 0.28 0.30
0.28 0.32

測定場所 測　定　値
9月2日 9月16日

中 郷 0.15 0.13
0.16 0.14

磯 原 0.14 0.12
0.15 0.15

華 川 0.16 0.16
0.16 0.16

常 北 0.14 0.15
0.15 0.16

関 本 0.17 0.19
0.21 0.19

測定場所
測　定　値

9月2日 9月16日
いそはら
幼 稚 園

0.10 0.07
0.10 0.07

杉 の 子
幼 稚 園

0.08 0.09
0.08 0.09

誠 之 会
幼 稚 園

0.13 0.17
0.15 0.22

旭幼稚園 0.12 0.13
0.14 0.15

測定場所
測　定　値

８月31日 9月15日
汐見ケ丘
近隣公園

0.17 0.16
0.21 0.18

粟野公園 0.17 0.17
0.22 0.25

磯 原
中央公園

0.16 0.16
0.22 0.15

五 浦
第二公園

0.22 0.26
0.30 0.30

浜 道
中央公園

0.15 0.15
0.18 0.14

測定場所 測　定　値
８月29日 9月12日

関 本
保 育 所

0.17 0.15
0.20 0.18

木 皿
保 育 所

0.11 0.09
0.12 0.10

み な み
保 育 園

0.07 0.05
0.07 0.05

磯 原
保 育 園

0.09 0.09
0.12 0.10

大 津
保 育 園

0.12 0.10
0.14 0.12

中 郷
保 育 園

0.11 0.11
0.13 0.12

中 郷
子どもの家

0.09 0.12
0.09 0.16

大 津
子どもの家

0.14 0.10
0.15 0.11

心身障害者
第１福祉センター

0.08 0.07
0.09 0.09

心身障害者
第2福祉センター

0.14 0.13
0.17 0.15

○小学校 ○中学校

○私立幼稚園

○都市公園

○保育所、保育園など

　

平
成
23
年
産
米
の
安
全
性
を
確
認
す
る

た
め
、
県
が
実
施
し
た
市
内
産
の
玄
米
の

放
射
性
物
質
検
査
（
予
備
調
査
・
本
調
査
）

の
結
果
、
暫
定
規
制
値
（
５
０
０
ベ
ク
レ

ル
／
㌕
）
を
大
幅
に
下
回
り
、
安
心
し
て

米
の
出
荷
・
販
売
・
譲
渡
が
行
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
予
備
調
査
は
中
郷
町
松
井
、
磯

原
町
豊
田
、
関
本
町
福
田
の
３
カ
所
で
実

施
。
本
調
査
は
中
郷
町
石
岡
、
磯
原
町
上

相
田
、
華
川
町
車
、
関
南
町
神
岡
下
、
大

津
町
北
町
、
関
本
町
富
士
ケ
丘
、
関
本
町

関
本
上
の
７
カ
所
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
、

こ
の
う
ち
大
津
町
北
町
の
サ
ン
プ
ル
か
ら

セ
シ
ウ
ム
１
３
４
が
36
ベ
ク
レ
ル
／
㌕
、

セ
シ
ウ
ム
１
３
７
が
49
ベ
ク
レ
ル
／
㌕
の

微
量
の
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
白
米
（
精
米
）
で
は
検
出
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

■
「
安
全
米
」
シ
ー
ル
を
作
成
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
安
全
性

が
確
認
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
消
費
者
に

安
心
し
て
購
入
し
て

も
ら
え
る
よ
う
「
安

全
米
」
シ
ー
ル
を
作

成
し
ま
し
た
。
農
林

水
産
課
で
無
料
で
お

配
り
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
農
林
水
産
課 
農
政
係
（
瓦
葺
、
金
成
）

　

内
３
８
３

　

８
月
31
日
、
東
日
本
大
震
災
後
の
復
興

計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
復
興
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
等
に
関
す
る
意

見
・
提
案
な
ど
を
い
た
だ
く
た
め
、「
北

茨
城
市
震
災
復
興
計
画
策
定
委
員
会
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
市
議
会
や
市
内
各
種
団
体

の
代
表
者
、
市
民
代
表
な
ど
19
名
で
構
成

さ
れ
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
３

分
科
会
に
分
か
れ
協
議
し
て
い
く
こ
と
が

第
１
回
の
委
員
会
で
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
筑
波
大
学

の
先
生
３
名
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問
総
務
課 

震
災
復
興
係

（
松
本
、
会
沢
）
内
３
３
３
、３
３
９

震
災
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
検
討

市
震
災
復
興
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置

北
茨
城
市
産
米
の

　
　
　
　安
全
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

北
茨
城
市
産
米
の

　
　
　
　安
全
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

北
茨
城
市
産
米
の

　
　
　
　安
全
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た



3　広報　きたいばらき　10月号

北茨城市役所　☎43ー1111北茨城市役所　☎43ー1111

　

こ
れ
ま
で
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
方
が
、
自
ら
が
契
約
し
た
民
間
賃
貸
住

宅
に
つ
い
て
は
、
応
急
仮
設
住
宅
と
し
て

の
対
応
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
ほ
ど
国
と
県
と
の
協
議
が
整
い
、
そ

の
住
宅
を
北
茨
城
市
と
の
賃
貸
契
約
に
変

え
る
こ
と
（
契
約
を
や
り
直
す
こ
と)

に

よ
り
、
応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
取
り
扱
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
東
北
３
県(

福
島
・
宮
城
・
岩

手)

か
ら
の
避
難
者
に
つ
い
て
も
同
様
に

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
が
、
条
件
等
が
一

部
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
対
象
と
な
る
要
件　

次
の
①
～
④
の
す

べ
て
を
満
た
し
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
居
住
す
る
住

宅
が
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
の
世

帯
。
た
だ
し
、
大
規
模
半
壊
・
半
壊
の

場
合
は
、
取
り
壊
し
済
み
、
ま
た
は
、

取
り
壊
し
予
定
で
あ
る
こ
と
。
ま
た

は
、
福
島
県
の
原
子
力
発
電
所
事
故
に

伴
う
避
難
指
示
等
を
受
け
当
該
区
域
か

ら
避
難
し
て
い
る
方
。

②
自
ら
の
資
力
で
は
、
契
約
の
継
続
が
困

難
で
あ
る
方
。

③
家
賃
が
６
万
円　
（
５
人
以
上
の
世
帯
は

９
万
円
、
未
就
学
児
は
０
．
５
人
で
換

算
）
を
越
え
な
い
こ
と
。 

④
貸
主
お
よ
び
仲
介
業
者
が
、
契
約
の
置

き
換
え
を
承
諾
し
て
い
る
こ
と
。

○
受
付
時
間　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

○
受
付
場
所　

市
役
所
建
設
課
（
２
階
）

○
必
要
書
類

・
り
災
証
明
ま
た
は
被
災
証
明
（
原
発
避

難
者
の
み
）
※
い
ず
れ
も
原
本 

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
な
ど
） 

・
解
体
証
明
書
（
解
体
済
み
）
ま
た
は
解

体
申
出
書
（
解
体
予
定
）
※
り
災
証
明

書
記
載
の
被
害
状
況
が「
大
規
模
半
壊
」

ま
た
は
「
半
壊
」
の
方
の
み

・
印
鑑

・
賃
貸
契
約
書
の
写
し

○
入
居
条
件

・
期
間　

契
約
の
置
換
え
日
か
ら
、
原
則

12
カ
月
間
（
更
新
可
能
、
最
高
２
年
）

・
公
費
で
負
担
す
る
費
用　

家
賃
、
敷
金

（
２
カ
月
以
内
）、
仲
介
手
数
料（
０
．５

カ
月
以
内
） 

・
入
居
者
が
負
担
す
る
費
用　

共
益
費
、

　

駐
車
場
代
、
光
熱
水
費
等

問
建
設
課 

建
築
係
（
神
長
、
豊
田
）

内
２
４
１
・
２
４
２

応
急
仮
設
住
宅

　
　
　
「
置
き
換
え
制
度
」
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る

　
　
　
　

写
真
・
動
画
提
供
の
お
願
い

　

市
で
は
３
月
11
日
の
地
震
発
生
時
や
津

波
到
達
時
の
市
内
の
様
子
な
ど
の
写
真
や

動
画
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
記
録
・
保
存
す
る
こ
と
に
よ

り
、
震
災
復
興
や
後
世
へ
の
引
き
継
ぎ
に

役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
募
集
対
象　

映
像
記
録
を
無
償
提
供
し

て
い
た
だ
け
る
方
（
ご
持
参
く
だ
さ
っ
た

画
像
は
返
却
い
た
し
ま
す
。）

※
Ｅ
メ
ー
ル
や
デ
ー
タ
で
提
供
を
ご
希
望

の
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課 

震
災
復
興
係

（
松
本
、
会
沢
）
内
３
３
３
・
３
３
９

　

市
で
は
、
心
の
病
気
や
お
悩
み
を
持
つ

方
の
た
め
に
、
各
種
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
デ
イ
ケ
ア
「
は
ま
な
す
」

　

心
の
病
気
を
持
つ
方
を
対
象
に
、
憩
い

の
場
と
し
て
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
参
加
や
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

毎
週
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
～
正
午

○
と
こ
ろ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

ス
ポ
ー
ツ
、
料
理
、
カ
ラ
オ
ケ
、

書
道
な
ど
、
生
活
技
能
訓
練
（
日
常
生

活
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
学

び
ま
す
。）

○
費
用　

原
則
と
し
て
無
料

○
対
象　

市
内
在
住
で
、
回
復
状
態
に
あ

る
精
神
障
害
者
の
方

■
精
神
保
健
相
談

　

性
格
や
対
人
関
係
の
悩
み
、
精
神
科
や

神
経
系
の
病
気
の
ほ
か
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
、
ひ
き
こ
も
り
の
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ご
本
人
以
外
に
、
家
族
の
方
だ
け

で
も
相
談
は
お
受
け
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
予
約
制
で

す
。
事
前
に
お
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
と
こ
ろ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

○
と
き　

毎
号
の
「
健
診
と
相
談
」
の
ペ

ー
ジ
（
今
月
号
は
19
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■
精
神
保
健
電
話
相
談

　

お
電
話
で
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

○
と
き　

毎
週　

月
・
火
・
水
・
金
・
土

曜
日
（
木
・
日
と
祝
日
を
除
く
）
各
日

と
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
受
付　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ラ

イ
ト
ハ
ウ
ス
」

　
（
日
立
市
大
み
か
町
２
‐
28
‐
５
）

○
相
談
受
付
電
話

　

☎
０
２
９
４
‐
52
‐
８
６
８
２

問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
古
市
）☎

㊸
１
３
１
０

10
／
24

　〜

　10／
30

　は

10
／
24

　〜

　10／
30

　は

精
神
保
健
福
祉
普
及
運
動
週
間
で
す
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平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

　
　
　
　
議
案
21
件
を
可
決

　
平
成
23
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
が
、
９
月
１
日
か
ら
20
日
ま
で
の
会
期

20
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
に
は
報
告
４
件
（
請
願
、
陳
情
を
含

む
）、
財
産
の
取
得
や
予
算
、
決
算
な
ど
議
案
21
件
が
上
程
さ
れ
、
各
委
員

会
で
審
議
さ
れ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第3回
市議会定例会

■
承
認
さ
れ
た
専
決
処
分

■
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
可
決
さ
れ
た
主
な
予
算
な
ど

■
請
願
・
陳
情

◎
平
成
23
年
度
北
茨
城
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

　

震
災
に
伴
う
ご
み
処
理
費
な
ど
緊
急
を

要
す
る
た
め
、
２
億
４
１
５
４
万
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
１
８
５
億
７
５
０
５

万
９
千
円
と
す
る
専
決
処
分
に
つ
い
て
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
の
篠
原
裕
子
氏
、
駒
橋

秋
男
氏
が
平
成
23
年
12
月
31
日
で
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
篠
原
氏
の
後
任
に
沼
田

昇
平
氏
、
駒
橋
氏
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

同
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

北
茨
城
市
防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）

の
設
置
に
つ
い
て
、
工
事
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
で
す
。

◎
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

分
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
老
朽
化
に

よ
る
更
新
の
た
め
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

を
取
得
す
る
も
の
で
す
。

◎
市
道
路
線
の
変
更
・
認
定

　

２
路
線
が
変
更
さ
れ
、
１
路
線
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

北
茨
城
市
一
般
会
計
、
７
事
業
の
特
別

会
計
、
３
事
業
の
公
営
企
業
会
計
の
平
成

22
年
度
歳
入
歳
出
決
算
が
、
そ
れ
ぞ
れ
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
の
概
要
は
11
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
平
成
23
年
度
北
茨
城
市
一
般
会
計
補
正

予
算

　

災
害
ご
み
処
理
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、

６
億
４
７
６
１
万
９
千
円
、
放
射
能
対
策

関
連
経
費
で
５
１
８
５
万
５
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
が
１
９
２
億
７
４
２
６
万

３
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
北
茨
城
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

５
７
７
万
１
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
が
49
億
５
２
３
７
万
２
千
円
に
な
り
ま

し
た
。

◎
平
成
23
年
度
北
茨
城
市
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

８
６
２
万
５
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
が
５
億
８
５
９
１
万
９
千
円
に
な
り
ま

し
た
。

◎
平
成
23
年
度
北
茨
城
市
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

　

保
険
給
付
費
や
被
災
者
支
援
費
で
３
０

３
１
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
が
29
億

６
４
７
８
万
４
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

◎
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採　
　

択
）

◎
早
期
の
学
校
耐
震
化
及
び
教
育
復
興
を

求
め
る
請
願　
　
　
　

（
採　
　

択
）

◎
市
長
及
び
市
議
会
議
員
立
候
補
届
出
時

必
要
書
類
追
加
に
関
す
る
陳
情

　
（
不
採
択
）

◎
保
育
制
度
改
革
に
関
す
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情　
　
　
　
（
継
続
審
査
）

　

10
月
か
ら
子
ど
も
手
当
の
支
給
額

が
変
わ
り
ま
す
。

・
３
歳
未
満　

月
額
１
万
５
千
円

・
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　
（
第
１
子
、
第
２
子
）
月
額
１
万
円

　
（
第
３
子
以
降
）
月
額
１
万
５
千
円

・
中
学
生　

月
額
１
万
円

　

す
で
に
受
給
し
て
い
る
方
で
あ
っ

て
も
、
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

受
給
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
詳
細
が

決
ま
り
次
第
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

　

新
た
に
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
方

や
他
市
町
村
か
ら
引
っ
越
し
を
さ
れ

た
方
は
、
今
ま
で
ど
お
り
申
請
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係

（
石
井
、
鈴
木
）
内
１
３
２

子
ど
も
手
当
の

　
制
度
が
変
わ
り
ま
す
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

交
通
事
故
な
ど
に

　
　
　
　あ
っ
た
時
は

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加
害
者
）
の

行
為
に
よ
り
、
け
が
を
し
た
時
は
、
市
役

所
へ
届
出
を
す
る
こ
と
で
、
国
民
健
康
保

険
（
以
下
「
国
保
」）
を
使
っ
て
診
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
診
療
を
受
け

る
と
き
は
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

治
療
に
要
し
た
費
用
は
、
国
保
が
一
時

的
に
立
て
替
え
て
、
後
で
加
害
者
に
請
求

し
ま
す
。

○
手
続
き
方
法

①
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
警
察

署
に
届
出
を
し
て
「
事
故
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
ま
す
。

②
国
保
で
診
療
を
受
け
る
場
合
、
必
ず
市

役
所
の
保
険
年
金
課
で
「
第
三
者
行
為

に
よ
る
被
害
届
出
」
を
提
出
し
ま
す
。

○
届
出
に
必
要
な
も
の　

保
険
証
、
事
故

証
明
書
（
後
日
提
出
で
も
可
）、
印
か
ん

を
持
参
し
、
保
険
年
金
課
窓
口
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

※
加
害
者
か
ら
直
接
治
療
費
を
受
け
取
っ

た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り
す
る
と
国
保

で
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
示
談
を
す
る
前
に
、
必
ず
市
役
所

の
保
険
年
金
課
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
左
記
の
場
合
に
は
、
原
則
国
保

で
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
仕
事
上
の
け
が
や
病
気

②
故
意
や
重
大
な
過
失
（
酒
酔
い
運
転
、

無
免
許
運
転
、
速
度
超
過
、
重
大
な
交

通
違
反
）
に
よ
る
交
通
事
故

③
け
ん
か
や
泥
酔
な
ど
に
よ
る
傷
病
等

④
自
傷
行
為
（
た
だ
し
、
精
神
疾
患
が
原

因
に
よ
る
自
傷
行
為
は
除
く
）

問
保
険
年
金
課 
保
険
係
（
佐
藤
）内

１
８
２

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
を
対
象
に
生

活
習
慣
病
予
防
健
診
（
脳
ド
ッ
ク
）
を
行

い
ま
す
。
費
用
の
一
部
を
国
保
が
負
担
し

ま
す
。
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
日
程　

11
月
14
日
㈪
か
ら　

㈪
～
㈮
の

平
日
、
毎
日
２
～
３
人
ず
つ
予
定

○
時
間　

午
後
３
時
～
５
時
の
間

○
内
容　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
、

身
体
測
定

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

（
脳
ド
ッ
ク
）
受
診
者
募
集

○
と
こ
ろ　

市
立
総
合
病
院

○
個
人
負
担　

８
５
０
０
円

○
募
集
人
数　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

○
申
込
資
格　

35
歳
以
上
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
（
他
の
保
険
の
加
入
者
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。）
で
、
国
民
健
康

保
険
税
に
滞
納
が
な
い
世
帯
の
方

※
現
在
治
療
中
の
方
や
妊
娠
中
の
方
は
除

き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
右
に
該
当
す
る
方
で
あ
っ
て

も
、
今
年
度
の
国
保
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
し
た
方
、
平
成
21
～
22
年
度
に
脳
ド

ッ
ク
を
受
診
し
た
方
は
、
今
年
度
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

○
申
込
方
法　

10
月
20
日
㈭
か
ら
受
付
を

開
始
し
ま
す
。
11
月
９
日
㈬
ま
で
に
保
険

証
、
印
鑑
を
持
参
し
、
保
険
年
金
課
窓
口

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課 

保
険
係

（
佐
藤
、
野
口
）
内
１
８
２

統計グラフコンクール市長賞受賞作品
　市内の小中学校２３０人から９５点の応募があり、次の作品が市長
賞（第１～４部、パソコンの部）に選ばれました（敬称略）。

問企画政策課 市民協働係（武子）　　　　　　　　　　 　内２３６

第１部
（小学１・２年生）

第４部
（中学生）

パソコンの部
（小中共通）

第２部
（小学３・４年生）

第３部
（小学５・６年生）宇

佐
美
　
陽
菜（

関
南
小
１
年
）

佐
川
　
日
南
乃（

中
郷
中
３
年
）

西
　
藍
里
、
松
本
　
実
姫

（
中
郷
第
一
小
５
年
）

丹
　
菜
摘
、
松
浦
　
美
季
、

矢
ノ
倉
亜
依
（
関
南
小
４
年
）

神
代
　
莉
子
、
野
田
　
知
里

（
精
華
小
６
年
）
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■
公
的
年
金
と
は　

　

公
的
年
金
は
、
大
き
く
次
の
よ
う
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

①
厚
生
年
金　

主
に
会
社
員
の
方
が
加
入

②
共
済
年
金　

主
に
公
務
員
や
私
立
学
校

に
勤
務
す
る
方
が
加
入

③
国
民
年
金　

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
方
は
全
員
加
入　

※
国
民
年
金
加
入
者
は
、
保
険
料
の
納
付

方
法
に
よ
り
次
に
分
か
れ
ま
す
。

【
第
１
号
被
保
険
者
】　

農
林
水
産
業
、
自

営
業
、
学
生
、
会
社
等
に
勤
務
し
て
い

る
方
で
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
な
い
方
、
無
職
の
方
→
保
険

料
を
納
付
書
や
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
納
付
し
ま
す
。

【
第
２
号
被
保
険
者
】
厚
生
年
金
、
共
済

年
金
に
加
入
す
る
65
歳
未
満
の
方
（
前

記
①
②
の
方
）
→
厚
生
年
金
・
共
済
年

金
の
保
険
料
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
第
３
号
被
保
険
者
】　

第
２
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
→
厚
生
年

金
、
共
済
年
金
か
ら
保
険
料
を
拠
出
し

ま
す
の
で
、
保
険
料
の
納
付
義
務
は
生

じ
ま
せ
ん
が
、
会
社
等
に
届
出
が
必
要

で
す
。

■
受
給
で
き
る
年
金
は　

　

国
民
年
金
の
加
入
者
が
受
給
で
き
る
年

金
は
、
大
き
く
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

○
老
齢
基
礎
年
金

　

年
金
の
基
本
と
な
る
も
の
で
、
原
則
65

歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。
受
給
に

は
、
次
の
①
～
⑦
の
期
間
の
合
計
が
25
年

（
３
０
０
月
）
以
上
必
要
で
す
。

①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間

②
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い

た
期
間

③
第
３
号
被
保
険
者
期
間

④
保
険
料
の
免
除
期
間
や
若
年
者
納
付
猶

予
期
間
、
学
生
納
付
特
例
期
間

⑤
昭
和
61
年
３
月
ま
で
に
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
に
扶
養
さ

れ
て
い
た
配
偶
者
が
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
な
か
っ
た
期
間

⑥
平
成
３
年
３
月
ま
で
に
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
な
か
っ
た
学
生
の
期
間

⑦
海
外
に
住
ん
で
い
た
期
間
（
転
出
届
出

を
し
て
い
た
場
合
の
み
）

※
受
給
で
き
る
年
金
額
（
平
成
23
年
度
の

場
合
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年

間
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
、
78
万
８
９

０
０
円
で
す
。

○
障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
中
ま
た
は
60
歳
か
ら
65

歳
ま
で
の
間
に
初
診
日
が
あ
る
病
気
や
け

が
で
一
定
の
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
方
が

受
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。
受
給
す
る
に
は
、

次
の
①
と
②
の
両
方
の
条
件
を
満
た
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

①
初
診
日
が
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
被

保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
の
納
付

期
間
が
３
分
の
２
以
上
あ
る
こ
と
（
保

険
料
免
除
期
間
、
若
年
者
納
付
猶
予
期

間
、
学
生
納
付
特
例
期
間
は
納
付
期
間

に
算
定
）。
た
だ
し
、
平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で
に
初
診
日
が
あ
る
場
合
は
、

初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
１

年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
け
れ
ば
受

け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
20
歳
に
な
る
前

に
初
診
日
が
あ
る
方
は
、
納
付
期
間
の

制
約
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
障
害
の
程
度
が
、
政
令
に
定
め
る
１
級

ま
た
は
２
級
の
障
害
の
状
態
に
な
っ
た

方
（
あ
く
ま
で
も
年
金
で
定
め
る
障
害

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異

な
り
ま
す
。）

※
受
給
で
き
る
年
金
額
（
平
成
23
年
度
の

場
合
）
は
、
１
級
98
万
６
１
０
０
円
、
２

級
78
万
８
９
０
０
円
（
18
歳
未
満
の
子
が

い
る
場
合
は
加
算
が
あ
り
ま
す
。）

　

国
民
年
金
へ
の
加
入
が
任
意
で
あ
っ
た

期
間
中
に
病
気
や
け
が
を
負
い
、
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
方
に
は
「
特
別

障
害
給
付
金
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
者
な
ど
が
亡
く
な
っ
た

時
、
そ
の
方
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

「
18
歳
未
満
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合

は
20
歳
未
満
）
の
子
」
ま
た
は
「
子
の
あ

る
妻
」
が
受
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。
18
歳

未
満
の
子
が
い
な
い
妻
に
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
受
給
す
る
に
は
①
ま
た
は
②
ど
ち

ら
か
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
亡
く
な
っ
た
方
が
国
民
年
金
加
入
期
間

中
の
場
合
、
死
亡
日
の
あ
る
月
の
前
々

月
ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保

険
料
の
納
付
期
間
が
３
分
の
２
以
上
あ

る
こ
と
（
保
険
料
免
除
期
間
、
若
年
者

納
付
猶
予
期
間
、
学
生
納
付
特
例
期
間

は
納
付
期
間
に
算
定
）。
た
だ
し
、
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
死
亡
日
が
あ

る
場
合
、
死
亡
日
の
あ
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な

け
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
亡
く
な
っ
た
方
が
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
、
ま
た
は
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
ら
れ
る
方

※
受
給
年
金
額
は
、
子
が
受
け
る
場
合
78

万
８
９
０
０
円
で
、
子
が
１
人
い
る
妻
は

１
０
１
万
５
９
０
０
円
で
す
。
子
が
２
人

以
上
の
と
き
は
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

資
格
の
届
出
を
し
て
い
な
い
場
合
や
保

険
料
の
未
納
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
年

金
（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
を
含
む
）
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
加
入
す
る
年
金
の
制
度
（
種
別
）

が
変
わ
っ
た
ら
、
市
役
所
等
へ
必
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
村
田
、
長
谷
川
）
内
１
８
７

　

日
立
年
金
事
務
所

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
２
５

11
月
は
年
金
月
間
で
す

年
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

年
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

年
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
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ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

敬
老
の
日
を
前
に
し
た
９
月
８
日
、
豊

田
市
長
が
市
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
方
を

訪
問
し
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
新
た
に
１
０
０
歳
を
迎
え
る

方
は
13
人
、
既
に
１
０
０
歳
に
な
っ
て
い

る
方
を
合
わ
せ
る
と
27
人
と
な
り
、
市
内

の
最
高
齢
者
と
な
る
の
は
大
津
町
の
冨
田

ハ
ク
さ
ん
（
１
０
３
歳
）
で
す
。

　

今
年
度
に
１
０
０
歳
と
な
る
中
郷
町
の

馬
上
セ
キ
さ
ん
（
写
真
）
は
、市
長
に
「
長

生
き
し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
声
を
掛
け
ら

れ
る
と
、
笑
顔
で
答
え
、
炭
鉱
で
働
い
た

思
い
出
や
長
寿
の
秘
け
つ
を
し
っ
か
り
と

し
た
口
調
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係
（
泉
）

内
１
２
２

　来年４月に小学校に入学する幼児を対象に、健康診
断を行います。該当する方には、はがきで通知します
ので、健康調査書に必要事項を記入し、受診日当日に
持参してください。
○持参するもの
　①通知はがき、②母子健康手帳、③上履き

　なお、次に該当するときは、連絡をお願いします。
①はがきを誤って汚したり、無くした時
②住所を異動する予定がある時
③病気のため指定された日に受診できない時
④震災避難により北茨城市に在住し、市内の小学校に

入学を希望するとき
※健診の所要時間は２時間ほどですが、場合により遅
くなることもあります。
問学校教育課 学務係（山野辺）　 　　　　　内４４２

就学時健康診断を実施します

会　場 診断日 受付時間 会　場 診断日 受付時間
中郷第一小 10 月 25 日㈫ 12:30 〜 華 川 小 10 月 18 日㈫ 13:00 〜
中郷第二小 10 月 19 日㈬ 13:15 〜 関 南 小 10 月 27 日㈭ 13:00 〜
石 岡 小 10 月 28 日㈮ 12:45 〜 大 津 小 11 月 10 日㈭ 13:00 〜
精 華 小 11 月 10 日㈭ 13:00 〜 平 潟 小 11 月 11 日㈮ 13:00 〜
明 徳 小 11 月 24 日㈭ 13:10 〜 関本第一小 11 月 11 日㈮ 13:30 〜
中 妻 小 10 月 25 日㈫ 13:00 〜 富士ケ丘小 10 月 21 日㈮ 13:30 〜

　茨城県では、公共施設や
ショッピングセンターなど
にある車いすマークの身障
者等用駐車場の利用を、真
に必要とする障害を持つ方
や高齢の方などを対象に、
利用証を交付します。県内
全ての車いすマークの駐車
場で利用できるほか、既に
実施している山形、福島、
群馬、栃木の４県と相互利
用できるよう連携していき
ます。今後とも、車いすマ
ークの身障者等用駐車場の
適正な利用にご協力をお願
いします。

○申請方法　
①窓口申請　市ホームページ、各市民サービスセ

ンター、市保健センターで申請書を入手し、上
記を証明するものを持参し、社会福祉課窓口へ
お越しください。
②郵送申請　上記を証明するものの写しと１４０

円切手（返信用）を同封し、社会福祉課へ郵送
してください。

※代理人申請も可能ですが、代理人の本人確認が
必要です（郵送申請の場合は、代理の本人確認が
できるものの写しを同封してください）。
申〒３１９－１５９２市福祉事務所 社会福祉課 
いばらき身障者等用駐車場利用証担当　　　　　
問茨城県 厚生総務課 ☎０２９‐３０１‐３１２９
　社会福祉課（稲川）　　　　　　　　 内１３６

○対象となる方
視覚障害 ４級以上
聴覚障害 ３級以上
平衡障害 ５級以上

肢体不自由

上肢 ２級以上
下肢 ６級以上
体幹 ５級以上

乳幼児期以前の非進行性の
脳病変による運動機能障害

上肢機能 ２級以上
移動機能 ６級以上

内 部 障 害
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこうまたは
直腸、小腸ヒト免疫不全ウィルスによる
免疫、肝臓

４級以上

知 的 障 害 療育手帳の障害の程度が「A」と「Ⓐ」
精 神 障 害 精神障害者保健福祉手帳の等級が「１級」
高 齢 者 介護保険被保険者証の要介護状態区分が要介護１以上

難 病 患 者 一般特定疾患医療受給者証または小児慢性特定疾患受
診券を持つ方

妊 産 婦 母子健康手帳を持つ方で妊娠７カ月〜産後６カ月の方

10月からスタート
いばらき身障者等用駐車場利用証制度

北茨城市○○○



●
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
●

広報　きたいばらき　10月号　8

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
使
用
量
を
正
確
に

量
る
た
め
、
定
期
的
に
交
換
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
部
で
は
、
お
客
様
が
使
用
さ
れ
て

い
る
メ
ー
タ
ー
（
市
の
貸
与
品
）
の
交
換

を
無
料
で
行
い
ま
す
。
交
換
時
期
に
あ
た

る
方
に
は
、
事
前
に
お
知
ら
せ
を
配
布
し

た
後
、
市
の
指
定
事
業
者
が
敷
地
内
に
立

ち
入
り
、
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
交
換
時
期

　

10
月
下
旬
～
翌
年
１
月
中
旬

※
水
道
部
（
委
託
業
者
）
が
メ
ー
タ
ー
交

換
に
よ
っ
て
代
金
を
い
た
だ
く
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
（
委
託
業
者
は
、
水
道

部
発
行
の
証
明
書
を
携
帯
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

問
水
道
部 

施
設
課
（
梶
井
、
鈴
木
）

内
１
１
８

　このほど、マウントあかねに石窯が完成し、8月29日
に完成報告と焼き上げたピザの試食会が行われました。
　この窯は、高さ1.5㍍、幅と奥行きが90㌢の2層式で、
関係者の協力を得て、茜平ふれあい財団の職員が手づくり
で完成させたものです。今後はピザ焼きやくん製づくりな
ど、利用者の皆さんの体験学習などで活用されます。
■石窯ピザ焼き体験の参加者募集
○とき　10月16日㈰　午前9時30分～午後2時30分
○ところ　マウントあかね「グリーン工房」わき
○申込　当日受付順（先着25人）午前９時から受付開始
○費用　1人1000円
問マウントあかね　　　　　　　　　☎３０‐０６０６

マウントあかねに
「石窯」が完成しました
マウントあかねに

「石窯」が完成しました

●
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

不
安
を
あ
お
る
電
話
勧
誘
や
訪
問
販
売
に
注
意

不
安
を
あ
お
る
電
話
勧
誘
や
訪
問
販
売
に
注
意

不
安
を
あ
お
る
電
話
勧
誘
や
訪
問
販
売
に
注
意

　

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
で
、
仏
像
や
表

札
、
印
鑑
な
ど
で
、
信
仰
心
や
不
安
を
利

用
し
契
約
を
迫
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。
悪
質
、
強
引
な
勧
誘
も
目
立
ち
ま
す

の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

事
例
１　

仏
像
の
勧
誘

　

60
歳
代
の
女
性
宅
に
業
者
か
ら
「
震
災

の
た
め
に
、
非
常
に
価
値
の
あ
る
仏
像
を

手
放
し
た
い
と
い
う
人
が
い
る
。
仏
像
は

す
ぐ
に
高
値
で
売
却
で
き
る
」
と
い
う
電

話
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

申
込
書
が
届
い
た
。
再
度
業
者
の
電
話
が

あ
り
「
仏
像
は
高
値
で
買
い
取
る
。
震
災

で
困
っ
て
い
る
方
の
た
め
に
な
る
」
な
ど

と
言
わ
れ
、
女
性
は
仏
像
を
購
入
し
現
金

を
支
払
っ
た
。
そ
の
後
も
勧
誘
が
続
き
、

女
性
は
追
加
購
入
し
て
代
金
を
支
払
っ
た
。

購
入
し
た
仏
像
は
７
体
に
な
り
、
さ
ら
に

あ
と
５
体
購
入
す
る
約
束
を
さ
せ
ら
れ
、

業
者
が
代
金
を
取
り
に
来
る
。

事
例
２　

表
札
や
印
鑑

　

70
歳
代
の
女
性
宅
に
、
業
者
が
訪
問
を

し
「
表
札
を
変
え
な
い
か
」
と
話
し
た
。

会
話
の
中
で
印
鑑
の
話
が
で
た
の
で
、
女

性
は
孫
に
印
鑑
を
作
っ
た
話
を
し
た
。
業

者
は
「
画
数
を
鑑
定
す
る
の
で
そ
の
印
鑑

を
見
せ
て
ほ
し
い
」
と
言
い
別
の
男
性
を

呼
ん
だ
。
二
人
は
家
に
上
が
り
こ
み
「
供

養
を
し
な
い
と
バ
チ
が
あ
た
る
。
避
け
る

に
は
、
地
蔵
の
像
を
常
に
身
に
つ
け
る
こ

と
が
必
要
」
と
話
し
た
。

　

女
性
は
、
こ
れ
ま
で
起
き
た
家
庭
の
問

題
を
思
い
だ
し
て
不
安
に
な
り
、
像
と
印

鑑
、
さ
ら
に
業
者
に
交
換
を
勧
め
ら
れ
た

表
札
を
断
り
切
れ
ず
に
購
入
し
た
。
だ
ま

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
な
が
ら
も
、

購
入
し
な
け
れ
ば
バ
チ
が
当
た
る
か
も
し

れ
な
い
と
、
不
安
に
感
じ
て
い
る
。

ア
ド
バ
イ
ス

　

勧
誘
業
者
は
「
仏
像
を
高
値
で
買
い
取

る
」
な
ど
と
消
費
者
に
説
明
し
契
約
を
せ

か
し
ま
す
が
、
実
際
に
買
い
取
り
が
実
行

さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
今
ま
で
に
１
件
も
あ
り

ま
せ
ん
。「
買
い
取
る
」
と
勧
誘
さ
れ
て
も
、

業
者
の
話
を
安
易
に
信
用
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
本
当
に
必
要
な
も
の
か
ど
う
か
を

よ
く
考
え
、
慎
重
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

必
要
が
な
け
れ
ば
「
い
り
ま
せ
ん
」「
お

断
り
し
ま
す
」
と
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ

う
。

　

過
去
の
因
縁
を
ほ
の
め
か
し
て
消
費
者

の
不
安
を
あ
お
り
な
が
ら
「
不
安
を
解
消

す
る
た
め
に
必
要
」
と
言
っ
て
仏
像
を
購

入
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
販
売
さ
れ

て
い
る
商
品
に
つ
い
て
の
知
識
が
な
け
れ

ば
、
す
ぐ
に
契
約
を
せ
ず
、
ま
ず
は
家
族

や
周
囲
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
商
工
観
光
課
内 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
佐
藤
）
☎
㊸
１
１
０
７
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北茨城市立総合病院の診療体制 平成 23 年 9 月 21 日現在

診療科 ※１ 月 火 水 木 金 土※２ 入院受入

内 科
午前

初診 瀬田 渋木 非常勤 荒井 永田 当番医

可
お薬外来 渋木 瀬田 藤枝 永田 瀬田 当番医

予約 藤枝 藤枝 永田 渋木 荒井
藤枝 当番医

午後 予約 藤枝 藤枝 永田 渋木 荒井
藤枝 −

循環器内科 午前 山尾 山尾 − 山尾 − 小形（10/1）
三橋（10/15） 可

外 科 午前 小出
小池

田渕※３

（第 1・3・5） 小池 宇佐美
小池 小出 小池 可

産 婦 人 科
午前 小池 小池 小池 小池 井上 小池

可
午後 小池 − − − − −

眼 科 − − − − − − −

小 児 科

一般
外来

午前 小宅 平木 平木 小宅 平木

− −
午後 − − − −

予約外来
平木

健診・注射
予防注射

小宅（午後） −
乳児健診

平木（午後） − −

専門外来 アレルギー外来
黒田（第３） − 神経外来

浜野 − 心臓外来
堀米（第４午後）

泌 尿 器 科
午前 − − − 笠谷 − −

−
午後 − − − 笠谷※４

（第２除く） − −

脳神経外科
午前 金子 − − − − 金子

−
午後 金子 − − − − −

整 形 外 科
午前 − − 渡部 井上

渡部 − 土屋
（第 1・3 のみ） −

午後 − − 渡部 井上 − −

耳鼻咽喉科 午前 − − − 徳永 − 当番医 −

皮 膚 科
午前 倉持 − − 倉持 − −

−
午後 倉持 − ※月曜は耳鼻科外来、木曜午前中は小児科外来にて診察します。

歯科口腔外科
午前 若月 若月 若月

若月
吉田・口腔外科

（10/13）
若月 若月

可
午後 若月 若月 若月

若月
吉田・口腔外科

（10/13）
− −

※１ 午前の一般受付は 11 時まで、午後の受付時間は各科によって異なりますのでお問い合わせください。
※２ 土曜日の診療は、第１・第３・第５土曜日です。（第２・第４土曜日は休診となります。）
※３ 外科（第２・第４火曜日休診）　　　※４ 泌尿器科（第２木曜日午後休診）

問い合わせ：北茨城市立総合病院　46 − 1121　医事課　田谷・井坂（内線３２１・２３９）

　

市
立
総
合
病
院
で
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
使
用
不
能
と
な
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
新
た
な
Ｍ
Ｒ
Ｉ

を
導
入
し
、
11
月
７
日
㈪
か
ら
稼
働
い
た

し
ま
す
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、
Ｘ
線
を
使
わ
ず
、
磁
力
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
体
の
状
態
を
診
断

す
る
も
の
で
す
。
体
の
中
を
輪
切
り
に
し

た
画
像
を
は
じ
め
、
様
々
な
断
面
で
、
鮮

明
な
画
像
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
精
密
診

断
が
可
能
で
す
。

　

脳
梗
塞
や
脳
腫
瘍
な
ど
の
頭
部
の
検
査
、

関
節
病
や
リ
ウ
マ
チ
の
早
期
発
見
、
乳
が

ん
、
前
立
腺
が
ん
の
検
査
・
診
断
な
ど
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
様
々
な
診
療
科
に
お
い
て
有
用

な
機
器
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
機
器
を
効
果
的
に
活
か

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
役

立
て
て
い
き
ま
す
。

問
市
立
総
合
病
院
放
射
線
室☎

㊻
１
１
２
１

Ｍ
Ｒ
Ｉ（
磁
気
共
鳴
診
断
装
置
）

導
入
の
お
知
ら
せ
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９
月
12
日
、
関
南
小
学
校
で
、
人
形

浄
瑠
璃
の
巡
回
公
演
が
行
わ
れ
、
児
童

の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
の
舞
台
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
芸
術
の
鑑
賞
と
体
験
を
通
し
て

次
代
の
文
化
の
担
い
手
と
な
る
子
ど
も

た
ち
に
、
芸
術
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
文
化
庁
が
進
め
る
体
験
事
業

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
訪
れ
た
八
王
子
車
人
形

西
川
古
柳
座
の
皆
さ
ん
の
公
演
鑑
賞
の

ほ
か
、
児
童
の
代
表
の
皆
さ
ん
も
「
緊

張
し
た
け
ど
、
上
手
に
で
き
た
か
な
」

と
、
２
度
の
練
習
を
重
ね
た
新
内
節
や

人
形
使
い
を
披
露
し
、
児
童
や
訪
れ
た

保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
拍
手
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

岡
倉
天
心
を
し
の
ぶ

氷
上
の
ス
ポ
ー
ツ
を
手
軽
に
楽
し
む

　

岡
倉
天
心
の
命
日
に
あ
た
る
９
月
２

日
、
岡
倉
天
心
偉
績
顕
彰
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
「
天
心
忌
」
が
大
津
町
五
浦
の

天
心
墓
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
会
の
会
員
35
名
の
皆

さ
ん
が
墓
前
に
て
天
心
作
の
「
戒
告
」

の
吟
詠
や
漢
詩
の
朗
読
を
し
た
後
、
献

花
や
焼
香
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
墓
参
り
後
に
、
会
場

を
移
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
県
天
心

記
念
五
浦
美
術
館
の
稲
葉
睦
子
氏
の

「
天
心
と
イ
ン
ド
」
と
い
う
演
題
で
の

講
演
が
行
わ
れ
、
天
心
の
活
動
や
足
跡

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
天
心
の

偉
業
と
功
績
を
し
の
ん
で
い
ま
し
た
。

　

９
月
４
日
に
市
民
体
育
館
で
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ユ
ニ
カ

ー
ル
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
有
名
な
カ
ー

リ
ン
グ
を
氷
上
以
外
で
も
手
軽
に
楽
し

む
た
め
に
考
案
さ
れ
た
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

と
ユ
ニ
カ
ー
ル
。
約
40
人
の
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

の
指
導
員
よ
り
、
ル
ー
ル
や
競
技
内
容

の
説
明
を
受
け
た
後
、
す
ぐ
に
体
験
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

簡
単
な
ル
ー
ル
な
が
ら
も
戦
略
性
が

高
く
、
一
投
一
投
の
合
間
に
チ
ー
ム
で

集
ま
っ
て
話
し
込
む
姿
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
は
、
頭
と
身
体
を
動
か
し

な
が
ら
、
楽
し
く
汗
を
流
し
、
本
物
の

カ
ー
リ
ン
グ
さ
な
が
ら
の
競
技
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

伝
統
芸
能
に
ふ
れ
あ
う

関
南
小
学
校
で
人
形
浄
瑠
璃
体
験
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８
月
６
日
・
７
日
の
２
日
間
、
姉
妹

都
市
の
長
野
県
中
野
市
か
ら
３
人
の
中

学
生
学
校
新
聞
特
派
員
が
本
市
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

訪
れ
た
の
は
中
野
市
立
高
社
中
学
校

３
年
の
上
原
直
斗
さ
ん
、
宮
本
雄
太
さ

ん
、
曽
我
部
み
ら
い
さ
ん
の
３
人
で
す
。

皆
さ
ん
は
関
本
中
学
校
を
訪
れ
、
迎
え

た
生
徒
会
の
生
徒
５
人
と
互
い
に
自
己

紹
介
や
学
校
紹
介
、
地
元
食
材
の
手
料

理
の
食
事
会
、
そ
の
後
は
、
ガ
ラ
ス
工

房
シ
リ
カ
で
吹
き
ガ
ラ
ス
体
験
を
す
る

な
ど
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
市
内
の
文
化
施
設
や
震
災
の

被
災
地
な
ど
を
見
学
。
特
派
員
の
皆
さ

ん
は
震
災
の
影
響
を
肌
で
感
じ
て
い
ま

し
た
。

　

９
月
17
日
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
迎
え
、

市
内
の
各
小
学
校
で
は
、
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
強
い
日
ざ
し
が
照
り
つ
け
、

厳
し
い
暑
さ
で
し
た
が
、
児
童
た
ち
は

こ
の
日
の
た
め
に
一
生
懸
命
練
習
し
て

き
た
成
果
を
存
分
に
発
揮
。

　

震
災
の
影
響
に
よ
り
、
今
年
は
秋
の

開
催
と
な
っ
た
大
津
小
学
校
で
は
、
秋

空
に
高
く
掲
げ
ら
れ
た
大
漁
旗
の
下
、

リ
レ
ー
や
綱
引
き
、
玉
入
れ
や
ダ
ン
ス

な
ど
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
訪
れ
た
保
護
者
や
地
域

の
方
々
も
、
暑
さ
に
負
け
ず
に
力
い
っ

ぱ
い
頑
張
る
児
童
た
ち
に
、
大
き
な
拍

手
や
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

高
校
生
が
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
い
体
験

暑
さ
に
負
け
ず 

元
気
に
運
動
会

　

８
月
23
日
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
て
い
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
お
ひ
さ

ま
く
ら
ぶ
」
に
磯
原
郷
英
高
校
か
ら
２

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ

合
い
の
中
か
ら
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
に

子
育
て
の
楽
し
さ
や
命
の
大
切
さ
を
学

ん
で
貰
お
う
と
、
市
が
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
お
母
さ
ん
た
ち
と

一
緒
に
手
遊
び
を
し
た
り
、
身
長
や
体

重
を
測
っ
た
り
と
、
普
段
は
で
き
な
い

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
参
加
し
た
高
校
生
は
「
子

育
て
は
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
ま

た
参
加
し
て
み
た
い
で
す
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

姉
妹
都
市 

中
野
市
か
ら

中
学
生
特
派
員
３
人
が
来
市

11　広報　きたいばらき　10月号



関
南
小
学
校
６
年

田
中 

杏
奈
さ
ん

将
来
の
夢

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
声
優
に
な
る
こ
と

で
す
。

　

声
優
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
、
ア
ニ
メ
な
ど
で
の
声
を
聞
い
て
、
一

人
の
人
が
高
い
声
や
低
い
声
を
自
由
に
出

し
て
い
て
、
す
ご
い
な
ぁ
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

　

声
優
は
、
自
分
の
声
に
自
信
を
持
っ
て

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
な
い
仕
事

で
す
。

　

自
分
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
、
何
事

に
も
真
剣
に

取
り
組
み
、

ベ
ス
ト
を
尽

く
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め

に
、
今
、
自

分
に
で
き
る

こ
と
は
、
学

校
で
の
取
り

組
み
に
気
を

つ
け
、
教
科

書
や
多
く
の
本
を
積
極
的
に
読
ん
だ
り
、

人
前
で
も
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
話
が
で
き

る
よ
う
に
、
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
た
り

す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
家
で
は
、
発
声
練
習
や
、
言
葉

を
は
っ
き
り
し
ゃ
べ
る
こ
と
を
意
識
し
て

生
活
し
、
将
来
の
仕
事
に
役
立
て
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
今
か
ら
し
っ
か
り
勉
強

し
て
、
声
優
と
い
う
夢
を
実
現
さ
せ
た
い

で
す
。

　

８
月
７
日
㈰
・
８
日
㈪

　

山
梨
県
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館

▼
体
操
男
子
団
体
の
部
③
華
川
中
学
校

問
学
校
教
育
課
（
小
髙
） 

内
４
４
０

　

８
月
14
日
㈰

　

東
京
辰
巳
国
際
水
泳
場

▼
男
子
50
ｍ
平
泳
ぎ
小
学
５
・
６
年
生
の

部
②
鈴
木
壱
世
（
中
妻
小
）
▼
男
子
50
ｍ

平
泳
ぎ
小
学
３
・
４
年
生
の
部
⑦
小
野
多

央
聞
（
関
一
小
）
▼
女
子
50
ｍ
平
泳
ぎ
小

学
３
・
４
年
生
の
部
⑥
会
沢
光
咲
（
明
徳

小
）
▼
女
子
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
小
学
３
・

４
年
生
の
部
⑧
会
沢
光
咲
（
明
徳
小
）

　

８
月
７
日
㈰　

中
郷
中
学
校
柔
剣
道
場

【
団
体
の
部
】

▼
小
学
生
の
部
①
中
郷
柔
道
Ｂ
②
中
郷
柔

道
Ａ
▼
中
学
男
子
の
部
①
常
北
中
Ａ
②
中

郷
中
▼
中
学
女
子
の
部
①
中
郷
中
Ａ
▼
高

校
・
一
般
男
子
の
部
①
磯
原
郷
英
高
Ａ

【
個
人
の
部
】

▼
小
学
男
子
１
～
４
年
生
の
部
①
作
山
颯

（
中
郷
柔
道
）
②
田
中
宏
季
（
中
郷
柔

道
）
▼
小
学
男
子
５
・
６
年
生
の
部
①
村

田
悠
輔（
中
郷
柔
道
）②
穴
吹
健
志
郎（
中

郷
柔
道
）
③
篠
原
慶
光
（
中
郷
柔
道
）
▼

　

７
月
24
日
㈰
・
８
月
７
日
㈰

　

石
岡
ス
ポ
ー
ツ
広
場

①
華
川
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
②
盗
賊
③
大
日
本
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
③
シ
ー
ル
ズ

問
生
涯
学
習
課
（
関
根
） 

内
４
２
２

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

関
東
中
学
校
総
合
体
育
大
会

関
東
中
学
校
総
合
体
育
大
会

2
0
1
1
B
&
G
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技
会

2
0
1
1
B
&
G
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技
会

第
55
回
市
民
柔
道
大
会

第
55
回
市
民
柔
道
大
会

小
学
女
子
４
～
６
年
生
の
部
①
髙
木
ひ
な

た
（
中
郷
柔
友
会
）
▼
中
学
男
子
１
年
生

の
部
①
髙
木
銀
雅
（
常
北
中
）
②
米
陀
良

（
常
北
中
）
③
鈴
木
智
大
（
中
郷
中
）
▼

中
学
男
子
２
年
生
の
部
①
馬
場
辰
也
（
磯

原
中
）
②
岩
間
勇
樹
（
中
郷
中
）
③
最
上

嘉
洋
（
中
郷
中
）
▼
中
学
女
子
１
年
生
の

部
①
篠
原
美
妃
（
中
郷
中
）
▼
中
学
女
子

２
年
生
の
部
①
益
子
裕
加
里
（
磯
原
中
）

②
鈴
木
芳
（
中
郷
中
）
▼
高
校
・
一
般
男

子
の
部
①
海
野
隆
弘
（
中
郷
柔
道
）
②
鈴

木
一
弘（
磯
原
郷
英
高
）③
福
田
翔
平（
磯

原
郷
英
高
）
▼
高
校
・
一
般
女
子
の
部
①

加
藤
美
咲
（
磯
原
郷
英
高
）
②
栗
城
愛
加

（
磯
原
郷
英
高
）

第
35
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
35
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
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趣

悠
味

々

ハ
ー
ブ
で
身
体
の
中
か
ら
美
し
く

関
本
町
公
民
館
　
ハ
ー
ブ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

―
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

　

西
野
ひ
と
み
先
生
を
講
師
に
お
迎
え

し
て
、「
楽
し
く
作
っ
て
、
楽
し
く
食

べ
て
、
身
体
の
中
か
ら
も
美
し
く
」
と

い
う
よ
う
な
テ
ー
マ
で
、
ハ
ー
ブ
を
使

っ
た
料
理
と
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
中
心
に
、

ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
や
化
粧
水
づ

く
り
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
数
は
15
人
で
年
齢
層
が
幅
広
い

の
が
特
徴
で
す
。
欠
席
者
が
ほ
と
ん
ど

い
な
い
く
ら
い
、
皆
さ
ん
が
こ
の
教
室

を
非
常
に
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

―
特
に
面
白
い
と
こ
ろ
は

　

料
理
が
終
わ
っ
た
後
は
、
試
食
会
兼

反
省
会
を
し
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
、

み
ん
な
で
食
べ
な
が
ら
色
々
な
お
話
を

す
る
こ
と
が
一
番
楽
し
い
時
間
で
す
。

　

反
省
の
中
で
出
て
く
る
様
々
な
意
見

や
要
望
を
西
野
先
生
が
す
ぐ
に
取
り
入

れ
て
く
れ
ま
す
し
、
必
要
に
な
る
材
料

等
が
有
れ
ば
、
み
ん
な
で
持
ち
寄
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
次
の
教
室
の
日
が
い

つ
も
楽
し
み
で
す
。

―
難
し
い
と
こ
ろ
は

　

そ
の
季
節
に
合
っ
た
食
材
や
素
材
を

使
っ
て
い
ま
す
が
、
数
を
揃
え
る
の
が

難
し
い
も
の
や
、
手
に
入
り
に
く
い
も

の
が
あ
り
、
特
に
先
生
に
は
材
料
集
め

に
苦
労
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

―
今
後
は

　

公
民
館
の
講
座
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
の
で
、
来
年
の
３
月
で
ひ
と
ま
ず

修
了
に
な
り
ま
す
が
、
気
の
合
う
楽
し

い
仲
間
で
す
の
で
、
こ
の
ま
ま
活
動
を

続
け
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

関本中学校　男子テニス部

結束の先に見通す目標達成
　関本中学校男子テニス部は、２年生８人、１
年生 14 人の合計 22 人の部員と顧問の柳下先
生、外部コーチの古川さんで活動しています。
　柳下先生にお話を伺うと、「今年から教員に
なったばかりで、テニスの指導も初めてでした
ので不安もありましたが、生徒たちはよく頑張
ってくれて、北茨城市・高萩市合同総体では団
体戦で 3 位に入り、県北大会に出場すること
が出来ました。試合の時に、コートの中の選手
はもちろん、周りで応援している部員も一体に
なって大きな声援を送っていたことが強く記憶
に残っています。」と話してくれました。
　3 年生が引退した後は、総体での反省を踏ま
え、体力強化に力を入れて練習し、９月末の新
人戦に備えています。
　主将の酒井君にチ
ームの今後について
伺うと、「１年生が
２年生に話しかけや
すいような雰囲気は
ありますが、まだ、
まとまりがあるチー
ムとは言い難いので、
まずはテニスの技術
以前にチームとして
しっかり結束するこ
とが大事だと思っています。そして、今度の新
人戦である程度の成績を残し、来年の総体で県
大会へ出場することが目標です。」としっかり
と頼もしい口調で話してくれました。
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行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

を
開
設
し
ま
す
。
相
続
や
遺
言
に

関
す
る
こ
と
や
、
各
種
行
政
手
続

き
に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま
す
。

○
と
き　

11
月
２
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

（
相
談
時
間 

一
人
約
40
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
６
人
）。
10

月
26
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か
ら
９

時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
☎
㊸

２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
広
瀬
）
内
１
７
８

　

い
じ
め
、
差
別
、
嫌
が
ら
せ
、

そ
の
他
家
庭
の
問
題
な
ど
で
困
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

11
月
14
日
㈪　

午
後
１

時
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
特
設
相

談
所

○
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
広
瀬
）
内
１
７
８

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
「
分
か

り
に
く
い
道
路
案
内
標
識
を
改
善

し
て
欲
し
い
」「
郵
便
ポ
ス
ト
を

設
置
し
て
欲
し
い
」「
施
設
を
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
し
て
欲
し
い
」
な

ど
困
っ
て
い
る
こ
と
、
望
ん
で
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
行
政
全

般
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要

望
な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
員
（
行
政
相
談
委
員
）

　

林　

秀
朗
氏
、
大
部　

康
光
氏
、

　

増
子　
和
雄
氏

○
と
き　

11
月
16
日
㈬　

午
後
１

時
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
広
瀬
）
内
１
７
８

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
土
地
問
題
や

金
銭
貸
借
、
離
婚
、
相
続
な
ど
日

常
生
活
上
の
法
律
問
題
で
お
困
り

の
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

行
政
書
士
無
料
相
談
会

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

秋
の
行
政
相
談
週
間

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す

　会員が日頃の練習の成果を披露します。皆
さんお誘いあわせのうえ、お出かけください。
○と　き　11月３日㈷　文化の日
○ところ　市民ふれあいセンター
○開始時間（予定）
午前９時筝曲惠会、９時20分能楽会、９時
35分日本舞踊花柳流、10時15分民謡民舞と
きわ会、10時40分吟剣詩舞連盟、11時30
分日本舞踊花ノ江流、午後０時10分カラオ
ケ連盟、０時50分ハーモニカエコーズ、１
時10分市民合唱団、１時25分民謡民舞鳳声
会、１時55分日本舞踊扇流、２時25分尺八
優童会、２時45分日本舞踊若狭流、３時30
分民謡民舞靜風会

生涯学習課 文化協会事務局
（荒川、蛭田） ４３３

案  

内

募  

集

　

市
で
は
、
左
記
の
方
を
対
象
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

の
一
部
助
成
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

○
助
成
対
象
者　

市
内
に
住
民
登

録
の
あ
る
方
の
う
ち
、
申
込
時

に
次
に
該
当
す
る
方

①
１
歳
以
上
～
19
歳
未
満
の
方

②
65
歳
以
上
の
方
（
60
歳
～
65
歳

の
方
で
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器

等
に
重
い
病
気
の
あ
る
方
は
、

　

県
森
林
湖
沼
環
境
税
を
活
用
し

た
事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
元
の

間
伐
材
を
利
用
し
た
親
子
木
工
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
親
子
で
地
元

産
の
木
材
を
使
用
し
「
モ
ノ
づ
く

り
」
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

○
内
容　

学
習
机
及
び
イ
ス
の
製

作
（
材
料
は
事
前
に
キ
ッ
ト
化

さ
れ
て
い
ま
す
。）

○
と
き　
11
月
３
日
㈷
文
化
の
日

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

親
子
で
「
机
」
と
「
イ
ス
」
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
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○
と
き　

11
月
15
日
㈫

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

（
相
談
時
間　

一
人
約
20
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
16
人
）。

　

11
月
８
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か

ら
９
時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電

話
㊸
２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
が
多
い
た
め
、
電
話
が
つ
な

が
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
広
瀬
）
内
１
７
８

医
師
の
診
察
に
よ
り
対
象
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

○
接
種
機
関　

県
内
各
医
療
機
関

○
申
込
方
法　

接
種
希
望
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
、

各
医
療
機
関
に
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す

る
場
合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
接
種
券
を
発
行
し
ま
す
。

○
接
種
期
間　

10
月
17
日
㈪
～
平

成
24
年
３
月
31
日
㈯

○
料
金　

接
種
１
回
（
４
千
円
）

に
つ
き
個
人
負
担
２
千
円

※
１
歳
以
上
13
歳
未
満
の
お
子
さ

ん
は
、
３
週
間
か
ら
４
週
間
の
間

隔
を
お
い
て
２
回
接
種
。
そ
れ
以

外
の
方
は
１
回
接
種
。

　

な
る
べ
く
、
か
か
り
つ
け
医
療

機
関
で
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

申
問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
中
原
）

☎
㊸
１
３
１
０
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市
内
の
私
立
幼
稚
園
で
は
平
成

24
年
４
月
に
入
園
す
る
園
児
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
各
幼
稚
園

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
い
そ
は
ら
幼
稚
園☎

㊸
１
７
６
６

・
杉
の
子
幼
稚
園

☎
㊷
０
１
３
５

■
第
92
回
日
本
美
術
展
覧
会
鑑
賞

○
と
き　

11
月
19
日
㈯

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時
（
市
役

所
発
着
予
定
）

○
と
こ
ろ　

国
立
新
美
術
館
（
東

京
都
港
区
六
本
木
）

○
内
容　

第
43
回
日
本
美
術
展
覧

会
を
鑑
賞
し
ま
す
。

○
募
集
人
数　

40
人
（
申
込
者
多

数
の
と
き
は
抽
選
）

○
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
方

○
参
加
費　

３
千
円
（
入
場
料
、

バ
ス
代
、
保
険
料
な
ど
）

○
申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
に
「
日
展

希
望
」
と
明
記
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
し
左
記
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
は
１
人
１

平
成
24
年
度
幼
稚
園
児
募
集

芸
術
鑑
賞
号
参
加
者
募
集

　

今
回
は
花
園
神
社
と
七
ツ
滝
・

奥
の
院
峰
を
巡
り
ま
す
。

○
と
き　

11
月
20
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

　

今
回
は
、
折
り
紙
で
季
節
の
花

を
、
切
り
紙
で
雪
だ
る
ま
を
作
り

ま
す
。

○
と
き　

10
月
23
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

○
と
こ
ろ

　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
講
師　

野
口 

陽
子 

氏

○
募
集　

20
人
（
先
着
順
）

○
参
加
費 

５
０
０
円

　
　
　
　
（
材
料
費
）

申
問
☎
㊸
１
１
９
８
（
野
口
）

第
２
回
ふ
る
さ
と
自
然
塾

参
加
者
募
集

ま
ち
の
寺
子
屋

お
り
が
み
教
室

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

○
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

（
上
履
き
持
参
）

○
対
象　

市
内
在
住
で
小
学
生
以

下
の
子
が
い
る
ご
家
族

○
参
加
費　

２
千
円

○
募
集
数　

70
組
程
度　

来
年
度

小
学
校
に
入
学
す
る
未
就
学
児

が
優
先
と
な
り
ま
す
。
申
込
多

数
の
と
き
は
抽
選
し
、
当
選
者

に
の
み
詳
細
を
通
知
し
ま
す
。

○
申
込
方
法　

10
月
19
日
㈬
ま
で

に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
・
飲
み
物
に
つ
い
て
は
各

自
持
参
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
林
水
産
課
農
政
係

（
蛭
田
・
金
成
）
内
３
８
３

㊸
１
１
０
８

・
誠
之
会
幼
稚
園

☎
㊻
５
４
３
５

・
旭
幼
稚
園

☎
㊻
２
３
４
０

○
受
付
開
始　

11
月
１
日
㈫

問
教
育
総
務
課 

企
画
総
務
係

（
大
川
）
内
４
５
１

枚
ま
で
（
１
枚
で
２
人
ま
で
申
し

込
み
で
き
ま
す
。
そ
の
と
き
は
２

人
分
の
必
要
事
項
を
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
）。

○
申
込
締
切　

10
月
28
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

申
問
〒
３
１
９
‐
１
５
９
２

生
涯
学
習
課
内　

文
化
協
会
事
務

局
（
荒
川
、
蛭
田
） 

内
４
３
３

■
第
93
回
落
語
会
in
北
茨
城

○
と
き　

12
月
17
日
㈯

　

午
後
２
時
開
演

○
と
こ
ろ

　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
プ
ロ
グ
ラ
ム　

三
笑
亭
夢
吉

（
落
語
）、
鏡
味
正
二
郎
（
太
神

楽
）、
桂
小
文
治
（
落
語
）

○
料
金　

千
円
（
全
席
自
由
）

○
チ
ケ
ッ
ト
販
売

・
と
き　

11
月
12
日
㈯
～
17
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
と
こ
ろ　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
ロ
ビ
ー

※
こ
の
日
以
降
、
チ
ケ
ッ
ト
残
部

が
あ
る
と
き
は
、
左
記
で
も
取
り

扱
い
ま
す
（
土
日
祝
日
を
除
く
）。

問
生
涯
学
習
課
内　

文
化
協
会
事

務
局
（
荒
川
、
蛭
田
）
内
４
３
３

○
集
合
場
所　

花
園
神
社
手
前
の

市
営
無
料
駐
車
場

○
募
集
人
数　

40
人

○
対
象　

小
学
生
以
上
（
中
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　

10
月
31
日
㈪
ま
で

に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
示
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

者
多
数
の
と
き
は
抽
選
し
、
当
選

者
の
み
に
通
知
し
ま
す
。

申
問
生
涯
学
習
課
内
ふ
る
さ
と

自
然
塾
事
務
局
（
荒
川
、
岡
原
）

内
４
３
３　

㊷
０
４
５
４

■
市
民
剣
道
大
会

○
と
き　

11
月
12
日
㈯

○
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

市
民
体
育
大
会
参
加
者
募
集
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毎
年
、
体
育
の
日
に
開
催
し
て

い
た
「
市
民
あ
る
く
会
」
に
つ
い

　

お
正
月
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
を
作
成
し
ま
す
。

○
と
き　

12
月
21
日
㈬
・
22
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ラ
イ
ト
」

○
講
師　

渡
辺
久
美
子
氏

○
募
集
人
数　

各
日
と
も
15
人　

　
（
応
募
多
数
の
と
き
は
抽
選
）

○
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
方

○
費
用　
１
５
０
０
円（
材
料
費
）

○
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
の
往

信
面
に
希
望
日
、
住
所
、
氏
名
、

ふ
り
が
な
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
11
月
25
日
㈮
必
着

で
左
記
へ

申
問
〒
３
１
９
‐
１
５
３
５
華

川
町
臼
場
１
８
７
‐
74
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
ラ
イ
ト
」
生
き
が
い

講
座
（
鈴
木
） 

☎
㊸
５
３
６
１

　

防
火
管
理
者
と
し
て
必
要
な
資

格
を
取
得
す
る
た
め
の
「
甲
種
防

火
管
理
講
習
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

○
と
き

　

11
月
16
日
㈬
・
17
日
㈭

○
と
こ
ろ　

中
郷
多
目
的
集
会
所

　
（
中
郷
町
上
桜
井
）

○
受
講
料　
４
千
円

○
申
込
期
間　

10
月
11
日
㈫
～
11

月
１
日
㈫
（
土
日
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

問
消
防
本
部 

予
防
課 

予
防
係

（
嶋
岡
、
鎌
田
） 

☎
㊷
７
１
４
２

■
マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
収
穫
祭
＆
ど
ぶ
ろ
く
祭
】

○
と
き　

10
月
16
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね

　
（
イ
ベ
ン
ト
広
場
）

○
販
売　

あ
ん
こ
う
鍋
、
手
打
ち

そ
ば
、
ど
ぶ
ろ
く
、
と
れ
た
て

野
菜
、
農
産
物
、
海
産
物
加
工

品
、
花
苗
、
天
心
焼
（
陶
芸
）

○
イ
ベ
ン
ト　
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
、

そ
ば
打
ち
実
演
、
竹
細
工
体
験
、

か
わ
い
い
動
物
園
、
県
自
然
博

物
館
移
動
展
示
（
ロ
ビ
ー
、
２

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

【
県
自
然
博
物
館
移
動
博
物
館
】

○
と
き　

10
月
14
日
㈮
～
31
日
㈪

※
26
日
～
28
日
は
学
校
利
用
と
な

り
ま
す
。

○
と
こ
ろ　

マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね

　
（
ロ
ビ
ー
、
展
示
室
、
研
修
室
）

○
内
容　

動
物
、
植
物
、
鉱
物
、

第
38
回
市
民
あ
る
く
会

開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

生
き
が
い
講
座

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習
の
ご
案
内

情
報
B
O
X

　

心
筋
梗
塞
な
ど
、
突
然
の
発
作

で
倒
れ
た
方
に
、
市
民
レ
ベ
ル
で

素
早
く
応
急
救
命
処
置
が
で
き
る

人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

11
月
20
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

○
と
こ
ろ　

市
消
防
本
部
講
堂

○
募
集
人
員　

20
人(

先
着
順
）

○
参
加
費　

無
料

○
服
装　

動
き
や
す
い
も
の

　
（
ス
カ
ー
ト
不
可
）

申
問
消
防
署 

救
急
係

　
（
神
白
、
小
柳
）
☎
㊷
０
１
６
１

北
部
分
署 

救
急
係

（
星
、
根
本
）
☎
㊻
１
９
１
９

市
民
普
通
救
命
講
習
会

○
申
込
期
限　

10
月
17
日
㈪

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
中
根
） 

内
４
２
１

■
市
民
６
人
制バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

○
と
き　

11
月
13
日
㈰

○
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

○
申
込
期
限　

10
月
28
日
㈮

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
中
根
） 

内
４
２
１

■
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

○
と
き　

11
月
20
日
㈰

○
と
こ
ろ　

茨
城
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

○
募
集
人
数　
１
６
０
人

○
申
込
期
限　

11
月
10
日
㈭

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
渡
部
） 

内
４
２
０

■
市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

○
と
き　

11
月
13
日
、
20
日
、
27

日
（
い
ず
れ
も
㈰
）

○
と
こ
ろ　

サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ

ビ
ー
場

○
申
込
期
限　

10
月
21
日
㈮

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
大
和
田
） 

内
４
２
２

て
、
海
岸
部
や
山
手
の
コ
ー
ス
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
震
災
等

の
影
響
に
よ
り
、
今
年
度
は
開
催

し
な
い
こ
と
と
決
定
し
ま
し
た
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
（
中
根
） 

内
４
２
１

第
56
回
成
人
式
は
、

　
　平
成
24
年
１
月
８
日
㈰
に
開
催
し
ま
す

第
56
回
成
人
式
は
、

　
　平
成
24
年
１
月
８
日
㈰
に
開
催
し
ま
す

第
56
回
成
人
式
は
、

　
　平
成
24
年
１
月
８
日
㈰
に
開
催
し
ま
す

問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係
（
蛭
田
）
内
４
３
２
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■
11
月
６
日
㈰　

第
23
回
雨
情
の
里
港
ま
つ
り

　

今
年
は
震
災
の
影
響
に
よ
り
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
地
元
の
海
産
物
・
農
産
物
の
即
売
や
バ
ザ
ー
テ
ン
ト
の
ほ
か
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
繰
り
広
げ
ら
れ
、
一
日
中
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
ご
来
場
に
は
Ｊ
Ｒ
磯
原
駅
・
大

津
港
駅
か
ら
の
無
料
ピ
ス
ト
ン
バ
ス
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

11
月
６
日
㈰　

○
と
こ
ろ　

大
津
漁
港

問
雨
情
の
里
港
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
市
商
工
会
）
☎
㊷
２
５
１
１

■
第
34
回
平
田
杯

市
卓
球
選
手
権
参
加
者
募
集

○
と
き　

11
月
27
日
㈰

○
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

○
申
込
締
切　

11
月
12
日
㈯

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
問
中
郷
町
松
井
２
０
９
５
‐

２　

山
川　

隆 

☎
㊸
０
９
４
８

■
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談

　

県
の
行
政
書
士
が
、
遺
言
、
相

続
、
各
種
許
認
可
等
の
行
政
手
続

き
相
談
な
ど
に
お
答
え
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

10
月
22
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
会
場

　

・
日
立
（
多
賀
市
民
会
館
）

　

・
高
萩
（
高
萩
市
役
所
仮
庁
舎
）

問
県
行
政
書
士
会
県
北
支
部

（
四
釜
）

☎
０
２
９
４
‐
43
‐
２
７
３
５

■
全
国
一
斉
成
年
後
見
相
談
会

　

成
年
後
見
や
遺
言
、
相
続
な
ど

■
調
停
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

日
立
調
停
協
会
は
、
調
停
（
法

律
）
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
相
談

料
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

10
月
22
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

日
立
市
民
会
館
２
階

　
（
日
立
市
若
葉
町
１
丁
目
）

○
内
容　

金
銭
、
土
地
建
物
、
交

通
事
故
、
公
害
等
の
民
事
紛
争

や
夫
婦
、
親
子
、
遺
産
相
続
等

の
家
事
紛
争
な
ど

○
相
談
員　

調
停
委
員（
弁
護
士
、

不
動
産
鑑
定
士
、
司
法
書
士
、

税
理
士
、
一
級
建
築
士
な
ど
専

門
家
の
調
停
委
員
も
出
席
）

問
日
立
調
停
協
会
（
水
戸
地
方

裁
判
所
・
水
戸
家
庭
裁
判
所
日
立

支
部
内
）

☎
０
２
９
４
‐
21
‐
４
４
４
１

■
茨
城
県
建
築
士
会

住
宅
再
建
を
支
援
し
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し

た
住
宅
の
建
て
替
え
を
希
望
す
る

方
に
、
住
宅
建
設
を
支
援
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
世
帯
を
は
じ
め
、
多
様

な
家
族
構
成
に
応
じ
た
人
に
や
さ

し
い
住
宅
を
提
案
し
ま
す
。

　

建
設
費
、
既
存
家
屋
の
解
体
費
、

税
金
、
手
数
料
な
ど
建
設
に
か
か

る
諸
費
用
な
ど
資
金
計
画
の
各
種

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
県
建
築
士
会

☎
０
２
９
‐
３
０
５
‐
０
３
２
９

■
学
生
の
皆
さ
ん
へ

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

　

大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
専
修

学
校
等
（
高
校
は
除
く
）
の
平
成

24
年
３
月
卒
業
予
定
者
と
未
就
職

の
既
卒
者
を
対
象
に
「
大
好
き
い

ば
ら
き
就
職
面
接
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
県
内
約
１
２
０
社
の
企
業

説
明
や
面
接
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
不
要
、

参
加
費
は
無
料
で
す
。
履
歴
書
を

複
数
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
会
場
と
日
時

①
水
戸
（
フ
ェ
リ
ヴ
ェ
ー
ル
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
）
10
月
20
日
㈭

②
つ
く
ば 
（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東

雲
）
10
月
26
日
㈬

※
い
ず
れ
の
会
場
も
午
前
11
時
～

午
後
４
時

問
茨
城
県 

労
働
政
策
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
６
４
５

■
水
戸
財
務
事
務
所

　
　

多
重
債
務
の
相
談
窓
口

　

多
重
債
務
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た

方
か
ら
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
債
務
整
理
方
法
の
ア
ド

　

貴
重
な
化
石
な
ど

○
料
金　

無
料

問
マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね☎

㉚
０
６
０
６

の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

11
月
５
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

茨
城
司
法
書
士
会
館

　
（
水
戸
市
五
軒
町
１
‐
３
‐
16
）

○
予
約
電
話
（
必
ず
前
日
ま
で
）

☎
０
２
９
‐
３
０
２
‐
３
１
６
６

　

０
２
９
‐
２
２
５
‐
０
１
１
１

問
茨
城
司
法
書
士
会

☎
０
２
９
‐
３
０
２
‐
３
１
６
６

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル

サ
ポ
ー
ト
茨
城
支
部

☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
０
１
１
１

バ
イ
ス
や
、
必
要
に
応
じ
法
律
の

専
門
家
へ
の
引
き
継
ぎ
も
行
っ
て

い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

問
財
務
省
関
東
財
務
局
水
戸
財

務
事
務
所
多
重
債
務
相
談
窓
口

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
３
１
９
０
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■
高
萩
市

ま
ち
な
か
パ
ー
テ
ィ
ー
２
０
１
１

○
と
き　

10
月
15
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

■
常
陸
太
田
市

常
陸
秋
そ
ば
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
１

○
と
き　

11
月
12
日
㈯
～
13
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

宮
の
郷
工
業
団
地　

　
（
常
陸
太
田
市
宮
の
郷
町
）

○
内
容　

新
そ
ば
食
べ
歩
き
コ
ー

ナ
ー
、特
産
物
直
売
コ
ー
ナ
ー
、

そ
ば
打
ち
体
験
教
室
（
参
加
料

１
卓
２
千
円
・
１
日
36
組
限

定
）、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

※
Ｊ
Ｒ
常
陸
太
田
駅
・
Ｊ
Ｒ
常
陸

大
宮
駅
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
（
有
料
）。

問
常
陸
太
田
市 

金
砂
郷
産
業
建

設
課☎

０
２
９
４
‐
76
‐
２
１
１
７

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

■
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

開
発
途
上
国
の
人
々
と
共
に
生

活
し
、
相
互
理
解
を
図
り
な
が
ら

技
術
や
経
験
を
活
か
し
て
国
づ
く

り
を
応
援
す
る
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
体
験
談
＆
説
明
会

　

と
き　

10
月
23
日
㈰

　
　

午
前
10
時
～
（
シ
ニ
ア
）

　
　

午
後
２
時
～
（
青
年
）

　

と
こ
ろ　

県
立
図
書
館
３
階

○
資
格　

青
年
海
外
協
力
隊
は
満

　

20
～
39
歳
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
は
満
40
～
69
歳

○
願
書
受
付

　

11
月
７
日
㈪
ま
で

問
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
担
当
（
大
村
）
ま
で

☎
０
２
９
‐
８
３
８
‐
１
７
７
４

■
歯
の
何
で
も
電
話
相
談

○
と
き　

11
月
６
日
㈰

　

午
後
１
～
４
時

○
相
談
内
容　

歯
の
健
康
相
談
、

ふ
だ
ん
歯
科
医
師
に
聞
け
な
い

こ
と
、
治
療
内
容
、
料
金
な
ど

歯
に
関
す
る
質
問
を
何
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

○
受
付
電
話
番
号

☎
０
２
９
‐
８
２
３
‐
７
９
３
０

☎
０
２
９
‐
８
３
５
‐
０
７
３
７

○
回
答
者　

歯
科
医
師

○
相
談
料　

無
料

問
茨
城
県
保
険
医
師
協
会

☎
０
２
９
‐
８
２
３
‐
７
９
３
０

■
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
帳
の

配
達
・
回
収
の
お
知
ら
せ

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
11
月
に

新
し
い
電
話
帳
を
配
達
し
ま
す
。

　

ま
た
、
不
要
と
な
っ
た
古
い
Ｎ

Ｔ
Ｔ
電
話
帳
は
環
境
保
護
や
リ
サ

イ
ク
ル
の
た
め
、
配
達
に
合
わ
せ

て
回
収
も
行
い
ま
す
の
で
、
配
達

員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

不
在
の
方
で
古
い
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話

帳
の
回
収
を
ご
希
望
の
方
は
、
左

記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

セ
ン
タ
ー
（
月
～
金
、
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）

☎
０
１
２
０
‐
５
０
６
‐
３
０
９

費
用
や
保
険
料
の
負
担
な
ど
の
困

り
ご
と
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
を

行
い
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

10
月
22
日
㈯
午
前
９
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分

○
相
談
受
付
電
話
番
号

☎
０
２
９
‐
８
６
４
‐
２
５
４
８

○
回
答
者　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

　

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど

問
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

☎
０
２
９
‐
８
２
３
‐
７
９
３
０

○
と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
高
萩
駅
前
（
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
跡
地
）

○
内
容　

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
フ
ェ
ス

タ
（
県
北
最
大
級
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
）、
ス
イ
ー
ツ
＆

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
（
美
味
し
い

お
店
が
勢
ぞ
ろ
い
）、
青
空
市

高
萩
う
ま
る
し
ぇ
（
高
萩
産
の

新
鮮
食
材
）

○
そ
の
他　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の

ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
な
ど
。
来
て

見
て
買
っ
て
食
べ
て
参
加
し

て
、
お
楽
し
み
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

問
高
萩
市 

ま
ち
づ
く
り
観
光
課

☎
０
２
９
３
‐
23
‐
７
３
１
６

～長期申し込み割引制度あり～
（詳しくは下記へお問い合わせください）
★★★お申し込み・お問い合わせ★★★
市民課 広報広聴係 43-1111（内線178）

ホームページバナー
広報きたいばらき

15,000円／月
10,000円／月～

広 告 募 集広 告 募 集
＝広報きたいばらき・市ホームページ＝

図書館まつりを行います図書館まつりを行います図書館まつりを行います
　秋の読書週間に合わせて、図書館まつりが
開催されます。お出かけください。
○とき　10月30日㈰　午前9時30分～午後5時
○ところ　市立図書館
○内容　
・リサイクル本市　寄贈本、除籍本などを、1

人10冊まで無料で差し上げます（なくなり
次第終了。袋などは持参してください。）。

・一日図書館員　市内の小学生が図書館の仕
事を体験します。

・図書館クイズ　本に関するクイズを出題し
ます。図書館の本を使って答えを探してい
ただきます。

・手づくりカード　楽しいカードを作ります。
小さなお子さんも参加できます。
市立図書館（菊池）☎４２‐１４５１

■
国
保
・
医
療
・
介
護

な
ん
で
も
電
話
相
談
室

　

県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
で
は
、

医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
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健　診　と　相　談

休日の
当番医

診療時間　午前９時～午後５時

10／9
廣橋第一病院
☎ 46-5111 ( 関南町 )

10
かもめ大津港クリニック
☎ 46-0133 ( 大津町 )

16
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

23
北茨城クリニック
☎ 46-5101 ( 大津町 )

30
大津町クリニック
☎ 30-2200 ( 大津町 )

11／3
あおぞらクリニック
☎ 30-7770 ( 中郷町 )

6
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

13
なかの循環器科・内科クリニック
☎ 30-1002 ( 中郷町 )

市立図書館　☎ 42－1451

●放射能からママと子どもを守る本

●日本男児

●ぴんぞろ

●鍵のかかった部屋

●青い羊の丘

●闇のレストラン

●パンプキン！

●よるのえんてい

●ぞうさんのおとしあな

●おれはサメ

野口　邦和

長友　佑都

戌井　昭人

貴志　祐介

竹下　文子

かとうくみこ

令丈ヒロ子

佐々木　洋

高畠　　純

片平　直樹

10 月
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 11/1 2 3 4 5

☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）
10 月 26 日㈬ 午前10 時～ 11 時
　幼児を対象に絵本の読み聞かせや
紙芝居、手遊びなどをしています。

は休館日

月
市立図書館10 - October -

■心配ごと相談
[ 地域福祉交流センター ]
10 月６日㈭、20 日㈭、11 月 2 日㈬
[ 大津町公民館 ]
10 月 13 日㈭、27 日㈭、11 月 10 日㈭
どちらも午後１時～４時

問社会福祉協議会　☎４２‐０７８２
■移動児童相談　
　10 月 19 日㈬、11 月２日㈬、16 日㈬
　午前10 時～午後３時
　大津子どもの家
問社会福祉課　内１３２

■健康いきいき体操
　【エイサー太鼓】[ 市民ふれあいセンター ]
　10 月 19 日㈬　午前 10 時～ 11 時
　【ステップ台】[ 平潟町公民館 ]
　10 月 11 日㈫　午前 10 時～ 11 時
問生涯学習課　内４３２
■「ふれあい体操」

　10 月 13 日㈭、18 日㈫、25 日㈫、11 月 1 日㈫
　午後１時 30 分～ 4 時　市民ふれあいセンター
問地域包括支援センター　内１２４

☆各種健診など☆各種相談など
■歯の相談（要予約）

10 月 26 日㈬、11 月 30 日㈬
午前９時 30 分～ 11 時 30 分

■精神保健相談（要予約）
　10 月 24 日㈪、11 月 16 日㈬
■育児相談（５カ月以上の乳幼児）
　10 月 26 日㈬、11 月 30 日㈬　
　午後１時～２時受付
■４カ月児健康診査
　10 月 20 日㈭、11 月 17 日㈭　
　午後０時 30 分～１時 15 分受付
■１歳６カ月児健康診査

10 月 28 日㈮、11 月 25 日㈮
午後１時～１時 30 分受付

■２歳児歯科健診
10 月６日㈭、11 月 10 日㈭
午後１時～１時 30 分受付

■３歳児健康診査
10 月 14 日㈮、11 月 11 日㈮　午後１時～２時受付

問保健センター　☎４３‐１３１０

市
県
民
税　
　
　
　
　
　

［
第
３
期
］

国
民
健
康
保
険
税　
　
　

［
第
４
期
］

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
税
［
第
４
期
］

納
期
限　
　
　
　
　
　

 

10
月
31
日
㈪

今月の納税
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花と実のギャップが面白いヘビウリ
富田　さん　宅（中郷町）

親類が育てていたものを株分けしてもらい、今
年初めて育てみたヘビウリ。実は名前の通りヘビ
の様ですが、レース編みの様な白く繊細な花が咲
きます。種や苗はあまり売っていないため、多く
の人に「種を分けて欲しい」とお願いされている
そうです。

うちのうちの

　

も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
帰
化
植
物
で
す
が
、

現
代
で
は
日
本
の
秋
の
風
景
に
す
っ
か
り
と
馴
染
ん

で
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

　
戦
後
か
ら
、
各
地
で
爆
発
的
に
増
え
た
印
象
の
あ

る
こ
の
植
物
も
、
最
盛
期
の
昭
和
30
～
40
年
代
こ
ろ

は
、
大
き
い
も
の
は
背
丈
が
３
～
４
㍍
以
上
も
あ
っ

た
ら
し
く
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
現
代
で
は
、
か
な
り

小
型
化
し
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
最
大
の
理
由
は
、
自
ら
が
必
要
と
す
る
地
中
深
く

の
養
分
を
、
自
ら
が
消
費
し
過
ぎ
た
こ
と
に
よ
る
肥

料
不
足
で
、
現
代
で
は
、
ス
ス
キ
な
ど
在
来
植
物
と

も
大
人
し
く
共
存
し
て
い
ま
す
。

　
今
で
は
定
着
し
た
感
の
あ
る
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ

ソ
ウ
も
自
分
た
ち
の
「
栄
枯
盛
衰
」
を
経
て
、
こ
の

季
節
に
ま
た
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

市の人口と世帯　平成 23 年９月 1 日現在（　）は前月比

総人口… 46,261 人 （ − 26） 出　生… 28 人 （　＋ 4）

男… 22,752 人 （ − 20） 死　亡… 47 人 （ ＋ 15）

女… 23,509 人 （　− 6） 転　入… 83 人 （ ＋ 28）

世帯数… 17,436 世帯（　＋ 1） 転　出… 90 人 （　− 1）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市　　編集／市民課
〒 319−1592　北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 0 2 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city-kitaibaraki.jp
◆Ｅメール
　kouhou@city-kitaibaraki.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3
　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

北茨城市
携帯電話サイト

「笑顔のかわいいるなち

ゃん。いつもお姉ちゃん

といたずらばかりしてい

るけど、優しい女の子に

なってね。」

（父 博文さん 母 容子さん） （父 仁さん 母 舞さん）
（10 カ月　磯原町）

松
本

緑
川

る 　 な そ ら

琉菜 昊

「最近おすわりができ
るようになり、にこに
こです。両家の初孫な
のでみんなのアイド
ル！元気に大きくなっ
てね。」

（７カ月　中郷町）

　

お
と
な
し
く
て
、
人
な
つ
っ
こ
い
ハ
ッ
ピ
ー
。
10
歳

を
過
ぎ
て
も
ま
だ
ま
だ
元
気
で
す
。
年
齢
の
割
に
は
食

欲
旺
盛
で
、
家
庭
菜
園
の
野
菜
を
つ
ま
み
食
い
し
て
し

ま
う
ほ
ど
で
す
が
、
そ
れ
が
健
康
の
秘
訣
な
の
か
も
。

大津町・吉田さん宅の

（ゴールデンレトリバー・メス・１０歳）
ハッピー

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

　
　
　
　
　
　
　（
背
高
泡
立
草
）

ち　ゃ　　ん
く
　ん


